
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市

	

文
化
交
流
協
定
締
結

―
―

 

特
集

４	

ま
ち
の
話
題

６	

町
税
等
の
納
付
が
更
に
便
利
に

	
	

～
コ
ン
ビ
ニ
・
ペ
イ
ジ
ー
で
納
付
で
き
ま
す
～

８	

す
す
め
て
い
ま
す　

ま
ち
の
下
水
道

９	

高
齢
者
優
待
券
等
を
交
付
し
ま
す

10	

い
に
し
え
の
風

	
	

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

わ
た
し
が
私
ら
し
く
あ
る
た
め
に

12	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

13	

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

14	

ま
ち
の
情
報

20	

ほ
け
ん
だ
よ
り

2 0 1 2

3
No. 558

いかるが

早春のいかるがを疾走
～ 「斑鳩三塔健康走ろう会」
　 「いかるがの里・法隆寺マラソン」 〜
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昭
和
22
年
２
月
11
日
、
龍
田
町
、
法
隆

寺
村
、
富
郷
村
が
合
併
し
て
「
斑
鳩
町
」

が
誕
生
し
て
か
ら
65
年
。
平
成
24
年
２
月

11
日
に
、
斑
鳩
町
は
記
念
す
べ
き
町
制
65

周
年
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
町
制
65
周
年
記
念
日
に
お

こ
な
わ
れ
た
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
と
の

「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文
化
交
流
協
定
」

調
印
式
の
よ
う
す
と
、
同
日
に
お
こ
な
わ

れ
た
「
斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
、
い
か

る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」
の
よ
う

す
を
紹
介
し
ま
す
。

月
11
日
、
小
田
原
市
と
斑

鳩
町
、
両
市
町
の
魅
力
と

活
力
を
高
め
る
「
文
化
交
流
」
を
目

的
と
し
て
「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市

文
化
交
流
協
定
」
の
調
印
式
が
法
隆

寺
の
聖
徳
会
館
に
て
、
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
調

印
式
に
は
、
来
賓
と
し
て
大
野
玄
妙

法
隆
寺
管
長
、
日
野
西
光
尊
中
宮
寺

門
跡
、
古
谷
正
覚
法
隆
寺
執
事
長
、

赤
阪
恭
近
中
宮
寺
事
務
長
に
ご
臨
席

を
賜
り
、
小
田
原
市
よ
り
、
加
藤
憲

一
市
長
を
は
じ
め
、
加
藤
仁
司
市
議

会
議
長
ら
が
出
席
さ
れ
、
斑
鳩
町
か

ら
は
、
小
城
町
長
、
嶋
田
町
議
会
議

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

法

隆

寺

ゆ
か
り
の
都
市

文

化

交

流

協

定

締

結

２

▶
協
定
書
を
手
に
握
手
す
る
加
藤
市
長
と
小
城
町
長

▲調印式のようす

▲協定書の記入

斑
鳩
町
は
65
歳

～ 
町
制
65
周
年
記
念
日
ア
ラ
カ
ル
ト 

～
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回
の
協
定
締
結
は
、
以
前

に
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、法
隆
寺
の
食じ
き
ふ封
と
し
て
、

古
く
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
小
田
原
市

と
斑
鳩
町
、
両
市
町
の
縁え
に
しを

新
た
な

交
流
の
き
っ
か
け
に
す
す
め
ら
れ
て

き
た
も
の
で
、
豊
か
な
自
然
や
先
人

た
ち
が
築
き
あ
げ
て
き
た
固
有
の
文

化
や
伝
統
な
ど
、
歴
史
的
・
文
化
的

資
産
を
活
用
し
た
事
業
を
展
開
す
る

ほ
か
、
教
育
、
産
業
、
観
光
な
ど
の

交
流
を
推
進
し
、
両
市
町
の
魅
力
と

活
力
を
高
め
る
「
文
化
交
流
」
を
目

的
と
し
て
締
結
す
る
も
の
で
す
。

印
式
終
了
後
、
一
行
は
法

隆
寺
や
中
宮
寺
を
拝
観
さ

れ
、
藤
ノ
木
古
墳
や
斑
鳩
文
化
財
セ

ン
タ
ー
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

加
藤
小
田
原
市
長
は
同
日
開
催
さ
れ

た
、
い
か
る
が
の
里
法
隆
寺
マ
ラ
ソ

ン
の
開
会
式
に
も
出
席
さ
れ
、
あ
い

さ
つ
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
両
市
町

の
よ
り
一
層
の
交
流
に
む
け
た
記
念

す
べ
き
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　第35回「斑鳩三塔健康走ろう会」、第41回「いかる

がの里・法隆寺マラソン」がおこなわれ、新潟県や長崎

県など、全国各地より、総勢3,000人のマラソンランナー

が参加されました。

　午前の部は、個々の体調に合わせて斑鳩町内を走る「斑

鳩三塔健康走ろう会」がおこなわれ、1,000人の参加者

でにぎわいました。

　午後からの「いかるがの里・法隆寺マラソン」では、ハー

フ、10㎞の２コースで健脚を競うと同時に、のどかな

斑鳩の里を満喫しているようでした。

　斑鳩町の友好都市である、長野県飯島町のランナーが

見事、ハーフで総合優勝されました。

　寒いなか、大会を支えていただいたボランティアス

タッフのみなさん、本当にありがとうございました。

斑鳩の里を満喫しながら力走するランナー
～斑鳩三塔健康走ろう会・

　　　　　いかるがの里法隆寺マラソン～
2 / 1 1 ・斑鳩町内

今

調
▲大野管長から説明を受ける加藤市長ら

斑鳩町は65歳
～ 町制65周年記念日アラカルト ～

▲藤ノ木古墳見学

▼斑鳩文化財センター
　見学

◀�

親
子
で
楽
し
く

ラ
ン
ニ
ン
グ

◀�

総
合
優
勝
さ
れ
た

長
野
県
飯
島
町
の

小
林
太
一
さ
ん

▶�

藤
ノ
木
古
墳
を

バ
ッ
ク
に
快
走
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鳩っ子を育てる
～ 斑鳩幼稚園、斑鳩小学校表彰 ～

　斑鳩幼稚園が「おはよう　おやすみ　おてつだい」約束運

動に積極的に取り組んだとして、県より表彰を受けました。

この運動は、基本的な生活習慣の向上や規範意識の芽生えを

培うための運動で、朝起きておはよう、夜寝る前におやすみ、

おうちで決めたおてつだいをするというものです。

　さらに、斑鳩小学校についても、元気な大和っ子を育む学

校として、県より表彰を受けました。斑鳩小学校では、昼休

みに体育館でぞうきんがけ選手権をおこない、クラスごとの

タイムを競うことで、体力を高めるとともに、規範意識も高

めることを目的としています。

　その他にも、奈良県のいきいき学校掲示板　自慢のワン

シーン部門にて優秀賞を受賞しました。これはホームページ

に掲載し広くＰＲすることで、学校の特色と魅力、創意工夫

のある教育活動の推進を目的としています。

　また、個人では奈良県林
りんざい

材まつり児童・生徒木工工作展に

おいて、斑鳩小学校６年生の福井開人さんの出展した作品が、

見事優秀賞を受賞しました。

　みなさんおめでとうございます。

斑

災に注意　次世代へ伝えよう斑鳩の文化財
～ 文化財防火デー合同防火演習 ～

1 / 2 6 ・法隆寺

火

　昭和24年１月26日に起こった法隆寺の金堂火災を忘れず、

二度と火災を起こさないようにと、昭和30年に文化財防火デー

が制定されました。

　法隆寺では、大切な文化財を守るため、毎年1月26日に防火

演習がおこなわれています。

　防火演習当日、金堂と焼失した金堂壁画の収蔵庫では、法要

がおこなわれたあと、収蔵庫の屋根から一斉に放水訓練がおこ

なわれました。続いて、法隆寺自衛消防団、斑鳩町消防団、西

和消防署員ら約90人により、鏡池に向けて空高く一斉放水が

おこなわれました。

　今年の文化財防火デーは、寒い日となりましたが、鏡池に向

かっての放水を見学に、たくさんの人が訪れました。

　斑鳩町にはたくさんの文化財があります。

　かけがえのない文化財を火災から守り、次世代へ残していく

ため、日ごろから、火の取り扱いには注意しましょう。 ▲�防火演習終了後、訓練の総評が
ありました

◀斑鳩
　幼稚園

▲鏡池に向けて一斉放水

▶

◀�斑鳩
小学校

▲�

斑鳩小学校
福井さん
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　今回の子育て支援講座は「行事食をつくろう」と題し

て、ひと足早く、ひなまつりメニューを調理しました。

講座では、ひなまつりのいわれや、ひなまつりにまつわ

る食べ物の紹介があった後、各グループに分かれ、ひな

ずし・はまぐりの潮汁・桜餅の３品を調理しました。

　グループ内で役割を分担し、最初は戸惑いながらも、

協力しあって手際よく調理し、最後はみんなで試食。参

加者からは、電子レンジで桜餅が作れることや、ひなず

しやはまぐりの潮汁も簡単においしく調理できること

に、驚きの声があがるなど、ひなまつりに向けて和やか

な雰囲気の講座となりました。

おいしくできるかな
～ 子育て支援講座 ～

2 / 2 　生き生きプラザ斑鳩

み収集車に夢をのせて
～ 環境ポスター最優秀作品を掲示 ～

　昨年の夏休みに町内の小学校、中学校から募集

した環境ポスター（小学生の部：265点、中学生

の部：192点）のなかから、昨年11月13日のゼロ・

ウェイストフェスティバルでイベント参加者の投

票により、最優秀作品に選ばれた環境ポスター（２

作品）をごみ収集車に掲示しました。

　自分のポスターが掲示されたのをみて、うれし

いような恥ずかしいような受賞者の２人。町で収

集車を見かけたら、未来の美しい地球環境を願っ

て描かれた２人のポスターをぜひごらんくださ

い。

ご

▲
中学生の部最優秀賞
斑鳩中学校１年生
　宮崎由起子さん

▲
小学生の部最優秀賞
斑鳩東小学校６年生

　仲庭章好さん

麗なる世界に酔いしれる
桜花昇ぼる　オンステージ

～ SONG  for  you  2012 ～
1 / 2 9 　いかるがホール

　斑鳩町観光大使である、ＯＳＫ日本歌劇団トッ

プスターの桜花昇ぼるさん主演の「桜花昇ぼる　

オンステージ～ SONG for you 2012～」がいか

るがホールで開催されました。

　公演では、桜花さんの歌を中心にした情熱あふ

れるパワフルビート、軽快なジャズビートなどで、

華麗なＯＳＫの世界に観客のみなさんは魅了され

ていました。

　終演後には、ステージ出演者全員が出席して、

観客と歓談・交流する「桜花昇ぼるを囲む会」も

おこなわれ、劇団員のみなさんと歓談をしたり、

にぎわいを見せました。

華

▶華麗
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を

魅
了
す
る
桜
花
昇
ぼ
る
さ
ん

◀�みんなで
力をあわせ
楽しく調理

▲�

▲�おいしくできあがりました
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　平成２４年４月から町税等が、これまでの役場窓口や金融機関、郵便局での納付に加
えて、「コンビニエンスストア」「ペイジー」で納付できるようになります！！

　•町県民税（普通徴収）　•固定資産税　•軽自動車税　•国民健康保険税
　•水道料金（コンビニエンスストアのみ納付可能）

　全国の以下のコンビニエンスストアで２４時間いつでも納付できます。

•従来の納付書（バーコード印字のないもの）は、コンビニで納付できません。
•�水道料金で「この納付書はコンビニエンスストアではお支払いができません」の表示があ
るものは、コンビニで納付できません。
•１枚の納付書で３０万円を超える場合は納付できません。
•手数料はかかりません。
•現金での納付になります。
•納期限後の納付はできません。

●利用できるコンビニエンスストア
セブン−イレブン ローソン ファミリーマート サークルＫ
サンクス コミュニティ・ストア ミニストップ デイリーヤマザキ
ヤマザキ
デイリーストアー

ヤマザキスペシャル
パートナーショップ セイコーマート スパー北海道

ハセガワストア タイエー ポプラ くらしハウス
スリーエイト 生活彩家 スリーエフ セーブオン
ココストア エブリワン MMK（マルチメディアキオスク）設置店

•税金の期別（納付書）を明確にしてお支払いください。
•領収証書を必ず受け取り、大切に保管してください。
•レシートは必ず受け取ってください。
　（領収書としての法的効力は持ちませんが、事故防止の観点から重要な役割を果たします）

●安心して利用していただくためのポイント

●ご注意いただくポイント

町税などについては、役場税務課（☎0745-74-1001　内線155）まで、
水道料金については、役場上水道課（☎0745-74-1401）まで問い合わせてください。

●問合せ

納付できる町税等

コンビ二で納付

町税等の納付が更に便利に
〜コンビニ・ペイジーで納付できます〜
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金融機関名 ＡＴＭ
（ペイジー対応型） 金融機関名 ＡＴＭ

（ペイジー対応型）
南都銀行 × 近畿労働金庫 ×
りそな銀行 ○ 奈良中央信用金庫 ×
三菱東京ＵＦＪ銀行 ○ 大和信用金庫 ×
みずほ銀行 ○ 奈良信用金庫 ×
三井住友銀行 ○ 奈良県農業協同組合 ×
近畿大阪銀行 ○ ゆうちょ銀行 ○

　全国の金融機関が納付者の利便や収納事務の効率化などのために構築したマルチペイメント
ネットワークを活用することにより、金融機関のインターネットバンキング、モバイルバンキ
ングやペイジーに対応したＡＴＭなどによりお支払いができるようになります。

このマークの記載された納付書がご利用できます。

●利用方法
　①パソコン ( インターネットバンキング )、携帯電話 ( モバイルバンキング ) を利用する場合
　　�　金融機関のインターネットバンキング、モバイルバンキングの画面案内に従い納付して
ください。（事前にインターネットバンキング、モバイルバンキングの利用申込が必要です。
詳細は各金融機関にお問い合わせください）

　②ＡＴＭ（ペイジー対応型）を利用する場合
　　�　上記のペイジーマークの表示のあるＡＴＭの画面案内に従い、現金またはキャッシュカー
ドで納付してください。

　③県内金融機関のペイジー対応ＡＴＭ設置状況

●注意点
•�ペイジーを利用して納付された場合は、領収書が発行されません。領収書が必要な場合は、
金融機関等の窓口で納付してください。なお、継続検査用の軽自動車納税証明書は、後日郵
送します。ただし、納期限後に納付された場合は原則として送付しませんので、税務課まで
請求してください。
•�ペイジーでの納付において、ＡＴＭの時間外利用に伴う手数料（詳しくは、各金融機関等へ
お問い合わせください）やインターネット利用に係る通信費などが発生する場合があります。

●問合せ
　税務課（☎内線１５５）まで

○・・・利用できます　　×・・・利用できません
※１　ＡＴＭの利用可能曜日・時間帯は、金融機関・設置場所により異なります。
※２　インターネットバンキング、モバイルバンキングは上記すべての金融機関で利用できます。

納税は安全・便利な口座振替もご利用できます

•南都銀行本支店　　•りそな銀行本支店　　　　•三菱東京UFJ銀行本支店　•三井住友銀行本支店
•近畿大阪銀行本支店　•奈良中央信用金庫本支店　•大和信用金庫本支店　•奈良県農業協同組合本支店
•近畿労働金庫本支店　•ゆうちょ銀行・郵便局　　•奈良信用金庫　　•みずほ銀行
　※金融機関の統廃合等により名称が変更になる場合があります。申し込みは金融機関または税務課まで。

ご利用いただける取扱金融機関は

ペイジーで納付
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斑
鳩
町
で
は
、
大
和
川
な
ど
の
公
共
水
域

の
水
質
改
善
や
生
活
環
境
の
改
善
を
目
標
に
、

公
共
下
水
道
の
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
で
は
、
下
記
の
箇
所
で
下
水

道
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

下
水
道
工
事
は
、
み
な
さ
ん
の
各
家
庭
や

事
業
所
の
前
の
道
路
下
に
、
汚
水
や
生
活
排

水
を
流
し
込
む
た
め
の
下
水
道
管
を
整
備
す

る
工
事
（
図
■
）
と
、
そ
れ
ら
の
管
か
ら
下

水
を
集
め
、
最
終
的
に
処
理
場
ま
で
運
ぶ
た

め
の
主
要
な
下
水
道
管
を
整
備
す
る
工
事

（
図
■
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

■
で
記
し
た
箇
所
の
各
工
事
の
前
に
は
、

関
係
自
治
会
を
対
象
に
説
明
会
を
お
こ
な
い

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
具
体
的
な
工
事
の
時

期
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
回
覧
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行
規
制
等
、

付
近
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
工
事
が
完
了
し
、
公

共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
ら
、
す
み
や
か
に
、
公
共
下
水
道
へ
接
続

す
る
た
め
の
切
替
工
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

下
記
の
予
定
箇
所
は
、
あ
く
ま
で
予
定
で

あ
り
、
実
際
の
施
工
箇
所
と
は
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
下
水
道
課

（
☎
０
７
４
５
�
２
４
０
６
）

■ 平成24年度 工事予定箇所図（細部について不明な点は下水道課までお問合せください）

～ 来年度の下水道の整備予定を
　　　　　お知らせします ～
～ 来年度の下水道の整備予定を
　　　　　お知らせします ～
～ 来年度の下水道の整備予定を
　　　　　お知らせします ～

すすめています　まちの下水道すすめています　まちの下水道すすめています　まちの下水道すすめています　まちの下水道

凡　　　例
主な下水道管
ご家庭等で接続（利用）
いただける下水道管
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　斑鳩町では、高齢者のみなさんの外出支援と生
きがいづくりに役立てていただくため、
７０歳以上の人を対象に、
①高齢者優待利用券
②�高齢者優待乗車券（バスカード）または高齢者

優待入館券（ふれあい交流センターいきいきの
里で利用できます）のいずれか一つを交付して

います。
　平成23年度に交付したバス IC カードは、残額
がなくなれば福祉課
にて４月２日（月）か
ら24年度分として新
しいバス IC カードと
交換いたします。

　平成24年度のバスカードまたはいきいきの里入
館券を４月２日（月）から役場１階の福祉課で交付
します。（土・日・祝日、年末年始をのぞく）
■ 対象者
　町在住で昭和18年４月１日以前に生まれた人
■ 申請方法
　�バス ICカードまたはいきいきの里入館券の申
請には、斑鳩町高齢者優待利用券が必要です。

　窓口で斑鳩町高齢者優待利用券を申請していた
だいた後、その場で優待利用券を作成し、バス
ICカードまたはいきいきの里入館券を交付します。
■ 申請に必要なもの
　•�顔写真（横2.5㎝・縦3.0㎝で最近撮影したも

の）１枚
　•印かん

　使用済みのバス
IC カードまたは入
館券を新しいバス
IC カードまたは、
いきいきの里入館券
と交換します。

■ 申請に必要なもの
•斑鳩町高齢者優待利用券
•�使用済みのバス ICカード（役場で交付した「斑
鳩町高齢者優待乗車券」に限る）または入館券
•印かん
＊�バス ICカード・入館券を紛失された場合は申
請のときにお知らせください。
　�（バス ICカードを紛失された場合、再発行手数
料が必要となります。）

初めて申請する人

以前にバス IC カード・入館券の交付を受けた人

平成24年度のバス IC カードまたはいきいきの里入館券交付・交換は
4月2日（月）からです。

問合せ　役場・福祉課　介護高齢福祉係（☎0745-74-1001　内線123）

70歳以上の人に
バス ICカードまたはいきいきの里入館券を交付します

高齢者優待利用券とは
　斑鳩町高齢者優待利用券
は、法隆寺のご協力により法
隆寺の無料拝観に利用できま
す。また、バスＩＣカード・
いきいきの里入館券の申請等
にも必要です。

高齢者優待乗車券（バス IC カード）とは
　ひとりにつき1年度（4月2日～
翌年3月31日）1枚（5,500円分）
のバス ICカードを交付します。

〈利用範囲〉
　奈良交通・エヌシーバスの路線バ
ス全線（高速バス・リムジンバスを
除く）

高齢者優待入館券とは
　ひとりにつき1年度（4月
2日～翌年3月31日）30回分
の入館券を交付します。

〈利用できる場所〉
　ふれあい交流センターいき
いきの里にかぎり、入館して
いただけます。
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斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

2時期の軒瓦の特徴とは
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２
つ
の
創そ

う
け
ん建
説
を
裏
づ
け
る
軒

の
き
が
わ
ら瓦

　

２
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
法
輪

寺
に
は
２
つ
の
創
建
説
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
両
説
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
発
掘
調

査
で
２
時
期
の
軒
瓦
の
セ
ッ
ト
が
出
土
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　

１
つ
は
、「
船ふ

な
は
し
は
い

橋
廃
寺じ

式し
き
の
き
ま
る
が
わ
ら

軒
丸
瓦
」
と

呼
ば
れ
る
素そ

弁べ
ん
は
ち
べ
ん
れ
ん

八
弁
蓮
華げ

文も
ん

軒
丸
瓦
と
重

じ
ゅ
う

弧こ

文も
ん
の
き
ひ
ら
が
わ
ら

軒
平
瓦
と
の
セ
ッ
ト
で
す
。「
船
橋

廃
寺
式
」
と
は
大
阪
府
藤
井
寺
市
に
所し

ょ
ざ
い在

す
る
船
橋
廃
寺
か
ら
出
土
し
た
軒
丸
瓦
の

文
様
を
標ひ

ょ
う
し
き識
と
す
る
瓦
で
、「
肉に

く
あ
つ厚
に
表

現
さ
れ
た
蓮れ

ん
べ
ん弁
の
先
が
尖と

が

っ
て
花か

弁べ
ん

が
反は

ん

転て
ん

す
る
様
子
を
表
現
し
、
中ち

ゅ
う
ぼ
う房
（
文
様
の

中
心
部
分
）
が
半
球
形
を
呈て

い

す
る
」
と
い

う
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。
古
代
瓦
の
研

究
で
は
、「
船
橋
廃
寺
式
軒
丸
瓦
」
は

６
３
０
～
４
０
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
軒
平
瓦

は
平
瓦
を
重
ね
た
よ
う
な
重
弧
文
と
い
う

文
様
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
一
定
間か

ん

隔か
く

ご
と
に
弧こ

線せ
ん

の
途
中
に
簾

す
だ
れ
じ
ょ
う

状
（
節ふ

し

状
）

の
文
様
を
施ほ

ど
こ

し
た
簾
状
重
弧
文
と
い
う
他た

所し
ょ

で
は
あ
ま
り
出
土
例
の
な
い
軒
平
瓦
も

セ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、「
法
隆
寺
式
軒
瓦
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
複ふ

く
べ
ん弁

八
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦

と
均き

ん
せ
い
に
ん
ど
う
か
ら
く
さ
も
ん

整
忍
冬
唐
草
文
軒
平
瓦
の
セ
ッ
ト
で

す
。「
法
隆
寺
式
軒
瓦
」
は
現
在
の
法
隆

寺
西さ

い
い
ん院
伽が

藍ら
ん

の
創
建
瓦
と
し
て
用
い
ら
れ

た
軒
瓦
の
文
様
を
起き

源げ
ん

と
す
る
瓦
で
、
創

建
法
隆
寺
（
若わ

か
く
さ草
伽が

藍ら
ん

跡あ
と

）
が
焼し

ょ
う
し
つ失
し
た

天て
ん

智じ

９
（
６
７
０
）
年
以
降
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
最
古
級
の
刻
印
瓦

　

こ
の
法
隆
寺
式
軒
瓦
に
伴
っ
て
、
我
が

国
最
古
級
の
刻
印
瓦
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
刻
印
瓦
と
は
い
わ
ば
ス
タ
ン
プ
の
よ

う
に
文
字
を
押
印
し
た
瓦
の
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
に
「
池い

け
の
へ上
」「
王お

う

井い

」「
木
」（
大

小
２
種
）
と
「
サ
イ
コ
ロ
の
６
の
目
状
の

も
の
」
の
５
種
類
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
刻
印
瓦
は
法
隆
寺
を
は
じ
め

と
す
る
斑
鳩
の
他
の
古
代
寺
院
で
は
出
土

し
て
お
ら
ず
、
文
字
の
意
味
や
使
用
目
的

な
ど
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
す
が
、
法
輪
寺
の
造ぞ

う
え
い営

の
あ
り
方
を
探

る
上
で
非
常
に
注
目
さ
れ
る
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
10
日（
土
）午
後
１
時
か
ら

２
時
ま
で
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
映
像

ホ
ー
ル
に
て
、
展
示
品
に
関
す
る
ミ
ニ
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
（
申
込
不
要
・
先
着

40
名
）。

▶

刻こ
く
い
ん
が
わ
ら

印
瓦
（「
池い
け
の
へ上
」）

　今月号では、３月27日（火）
まで斑鳩文化財センターで開
催中の平成23年度冬季企画
展「太子ゆかりの法輪寺の謎
にせまる　～法輪寺出土品展
～」の見どころについてご紹
介します。



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）

男 女 共 同 参 画
社会をつくろう

ver.120
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息
子
を
名
乗
っ
た

　
　
不
審
電
話
に
注
意

　

１
月
17
日
に
奈
良
市
内
の
女
性
宅

に
、
息
子
を
名
乗
る
男
か
ら
、「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

病
院
に
行
く
と
き
に
携
帯
電
話
を
落
と

し
、
新
し
い
携
帯
電
話
を
買
っ
た
の
で

番
号
を
控
え
て
」
な
ど
と
電
話
が
か
か

り
ま
し
た
が
、不
審
に
思
っ
た
家
族
が
、

息
子
に
確
認
を
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な

電
話
は
か
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
奈
良
市
内
で
１

件
、
生
駒
市
で
も
１
件
、
同
様
の
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
息
子
を
騙か
た

っ
た

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

•�
自
宅
の
電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定

し
、
心
あ
た
り
が
な
い
番
号
か
ら
の

電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

•�
か
か
っ
て
き
た
電
話
番
号
に
か
け
直

す
の
で
は
な
く
、
子
や
孫
の
電
話
番

号
に
か
け
直
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

•�
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た

ら
、
１
１
０
番
又
は
最
寄
の
警
察
署

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ＤＶの種類
　ＤＶの種類は主に５つに分け
られます。
①�身体的暴力…殴

なぐ

る、ける、髪
を引っぱる
②�精神的暴力…罵

ののし

る、無視する、
言葉でおどす
③�性的暴力…セックスを強要す
る、避妊に協力しない

④�経済的暴力…生活費を渡さな
い、「誰のおかげで食べてい
けるんだ」と言う
⑤�その他の暴力…子どもに暴力
をふるう、使用人のように使
う

暴力を受けている人に気づい
たとき、相談されたとき
　暴力を受けているのではと気

づいたら、相談者がリラックス
して話せるよう、相談者の感情
や考え方を共感的に受け止め、
「あなたは悪くない」ことを伝
えましょう。
　相談者への暴力がひどくなる
ことがあるので、了解を得ずに
他の人に相談内容を話さないよ
うに注意しましょう。

ＤＶ防止法について（主な内容）
●配偶者暴力相談支援センター
　相談、カウンセリング、一時保
護といった各種情報の提供により、
被害者の安全確保や自立への援助
をおこないます。
●被害者の保護
•�ＤＶを受けている人に気づいた人は支援セ
ンターまたは警察に通報する努力義務があ
ります。
•�警察は、配偶者からの暴力を抑止し、被害
者の保護に努めます。
•�医師その他の相談関係者がＤＶに気づいた
ら、本人同意のうえ、支援センターや警察

に通報することができます。
●保護命令
　地方裁判所に申し立て、裁判所が配偶者の
暴力により被害者の生命などに重大な危害が
及ぶと判断したとき、加害者が近寄らないよ
うに命令が出されます。
•接近禁止命令
　�加害者が被害者の身辺につきまとったり、
住居や勤務先などの付近を徘徊することを
禁止するものです。
•電話等禁止命令
　�被害者への電話やメールが禁止されます。
•退去命令
　�加害者に家から出ていくようにという命令
です。期間は２カ月間です。

ドメスティック・バイオ
レンス（DV）ってなに？

　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）は、直訳すれば「家庭内
暴力」となり、「夫や恋人等の親密な関係にある、またはあった男
性から女性に対して振るわれる暴力」という意味で使われることが
多いようです。
　ＤＶにはさまざまなかたちがあり、それらが複雑に重なって心と
身体を傷つけます。そこで今回は、ＤＶについてもう一度考えてみ
ましょう。



☎
０
７
４
５
�
７
７
３
３

●
お
す
す
め
の
本
●

　これからのごみのことや環境についてみんなで考
える「環境井戸端会議」を開催しているよ。
　パゴちゃんと未来の地球環境について一緒に考え
よう！

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。　斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

町
立
図
書
館
の
お
は
な
し
会

日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　

午
後
３
時
～

場
所　
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

環境井戸端会議に参加しよう
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過
去
の
こ
と
を
知
る
有
力
な
手
段
の
ひ

と
つ
が
古
文
書
を
読
む
こ
と
。
し
か
し
現

代
人
に
と
っ
て
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
、
く
ず

し
字
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
？
昔

の
子
ど
も
の
手
習
い
本
か
ら
、
戦
国
大
名

が
書
い
た
肉
筆
の
手
紙
ま
で
、
古
文
書
を

読
む
コ
ツ
と
と
も
に
そ
の
奥
深
さ
を
楽
し

め
る
入
門
書
で
す
。

●エコって　いいかも！
　斑鳩町では平成12年のごみ処理有
料化をきっかけに、各自治会をまわ
って環境問題についてみなさんと一
緒に考える学習会を定期的に開催し
ています。
　昨年夏からは、これから斑鳩町が
めざす新しいごみ減量の取り組み
「ゼロ･ウェイスト」について、意見
交換しています。
　お住まいの自治会で開催されると
きには、ぜひ、ご参加ください。
～�平成23年度のこの事業は全国モーター
ボート競走施行者協議会からの拠出金を
受けて実施しています～

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

1月

12月

11月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

1月の生ごみたい肥化量7,756㎏
　可燃ごみの2.7％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数999世帯（1月末）

高
尾
善
希　

著
／
日
本
実
業
出
版
社

「
や
さ
し
い

　
　
　
古
文
書
の
読
み
方
」

☆ゼロ･ウェイストってなに？
　浪費や廃棄物をゼロにするという英語を訳したもので、ご
みの焼却やうめ立てをゼロにしよう、そのために、ものづく
りの段階からごみを出さない仕組みを作っていこうという考
え方のことです。

教えてパゴちゃん！

※��小さい紙や紙箱類は、紙袋に入れて、ひもでしばり、
新聞やダンボールの回収日に一緒に出しましょう

☆燃やすごみはまだまだ減らせるよ
　お菓子の箱やティッシュの紙箱、包装紙、封筒、コピー用
紙など…名刺サイズほどの紙はリサイクルできるんだ。

未来が変わる。
日本が変える。

作
者
註
：�

リ
サ
イ
ク
ル
は
活
発
な
の
に
、
ご
み
排
出
量
は

減
ら
な
い
と
い
う
矛
盾

絵
の
出
典
：
「
月
刊
廃
棄
物
」
２
０
０
４
年
７
月
号

　
　
　
　
　

�

ハ
イ
・
ム
ー
ン
作　
「
ゴ
ミ
ッ
ク
廃
貴
物
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
報
出
版
㈱
よ
り
転
載



出
演　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

内�

容　

絵
本
・
紙
芝
居
・
ペ
ー
プ
サ
ー
・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
お
は
な
し
な
ど

定�

員　
各
回
25
人（
先
着
順
・
会
場
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
優
先

と
な
り
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

※�

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
図
書
館
内
の
掲

示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　

３
月
17
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　

３
月
13
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　

３
月
13
日（
火
）
午
前
11
時
～

︱ 

図
書
展
示 

︱

　

３
月
は
「
仕
事
を
選
ぶ
に
は
」
で
す
。
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町
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

　

町
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申

告
は
３
月
15
日（
木
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
会
場
が
混
雑

し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
の
で
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
作

成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進

し
て
お
り
、
町
役
場
で
は
税
務
署
か
ら
依

頼
さ
れ
た
関
係
書
類
の
配
付
と
、
作
成
さ

れ
た
申
告
書
の
お
預
か
り
だ
け
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
が
必
要
な
人
は
、
奈
良
税
務
署
（
☎

０
７
４
２
㉖
１
２
０
１
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

※�

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
町
役

場
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
の

廃
車
・
変
更
手
続
き
を

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
を
、「
廃

車
」
や
「
譲
渡
」
し
た
と
き
や
、「
町
外

に
転
出
」
し
た
と
き
は
、
同
時
に
廃
車
や

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で
す

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
で
登
録

さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等

に
つ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

い
ら
な
く
な
っ
た
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
等
も
、
４
月
１
日
現
在
で
廃
車
手
続

が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、
平
成
24
年
度
の

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

廃
車
・
変
更
手
続
き
を
す
る
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
…

　
　
　

役
場
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
６
）

▼
軽
自
動
車
…

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

　
　
　
（
☎
０
７
４
３
�
３
０
１
８
）

▼
二
輪
の
軽
自
動
車
…

　

奈
良
県
軽
自
動
車
協
会

　
　
　
（
☎
０
７
４
３
�
３
７
０
０
）

▼
二
輪
の
小
型
自
動
車
…

　

近
畿
運
輸
局
奈
良
陸
運
支
局

　
（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
６
３
）

※�

手
続
き
に
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印

か
ん
、
申
告
済
証
ま
た
は
車
検
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
各
手
続
先
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧

　
　
　
　
　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

　

納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し

て
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
に
か
か
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
は
、
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価

格
）
が
縦
覧
で
き
、
家
屋
に
か
か
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
は
、
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
格
）
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
と
印
か

ん
が
必
要
で
す
。

期�　

間　

４
月
２
日（
月
）～
５
月
１
日

（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

　

本
人
以
外
に
も
借
地
借
家
人
等
も
閲
覧

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

と
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ



相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 6日㈫、13日㈫、27日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
22日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

１日㈭、8日㈭、15日㈭、29日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 14日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 6日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
9日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3023日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 17日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

主な連絡先
斑鳩町役場
	 0745-74-1001
上水道課
	 0745-74-1401
下水道課
	 0745-74-2406
町立図書館
	 0745-75-7733
中央公民館
	 0745-74-1511
東公民館
	 0745-74-4122
西公民館
	 0745-75-3911
中央体育館
	 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 0745-70-1000
保健センター
	 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 0745-74-0990
衛生処理場
	 0745-74-2371
西老人憩の家
	 0745-74-1517
東老人憩の家
	 0745-74-5050
三室休日診療所
	 0745-74-4100
いかるがホール
	 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

町
内
施
設
と
各
施
設
を
結
ぶ
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
町

民
の
み
な
さ
ん
な
ら
誰
で
も
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
を
超
え
た
と
き
は
乗
車
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
交
通
事

情
に
よ
っ
て
は
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

3月の相談

生
活
学
校
生
徒
募
集

　
　
　
　
　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

　

生
活
学
校
で
、
身
近
な
暮
ら
し
、
環
境

な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

開
校
日　
５
月
～
翌
年
３
月

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
月
１
回　

第
２
火
曜
日
）

会
費　
年
間
５
０
０
円

内�
容　
料
理
講
習
、
移
動
学
習
（
少
し
遠

出
し
ま
す
）、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
体
力
づ
く
り
な
ど

申�

込　
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
住
民
課
へ

　

※
男
性
、
若
い
人
や
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
の
お
ら
れ
る
人
も
ふ
る
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
定
例
議
会
の
日
程

　
　
　

議
会
事
務
局
（
☎
内
線
３
０
２
）

　

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

議
場
は
役
場
３
階
で
す
。

３
月
１
日（
木
）　

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、
提
案
説
明
、
議
案
上
程
）

　
　
　
　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

３
月
６
日（
火
）
一
般
質
問

　
　

７
日（
水
）
一
般
質
問

　
　

８
日（
木
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

９
日（
金
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

12
日（
月
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

13
日（
火
）
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

14
日（
水
）
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

15
日（
木
）
総
務
常
任
委
員
会

　
　

16
日（
金
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

19
日（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　

23
日（
金
）
本
会
議
最
終
日

　
　
　
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、
表
決
）

※
開
会
時
間
は
15
日（
木
）と
19
日（
月
）は

午
後
１
時
30
分
、
そ
の
他
の
日
程
は
午
前

９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

● 

募　
集 

●
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い
き
い
き
フ
ァ
ー
ム
（
貸
農
園
）

入
園
者
募
集

　

観
光
産
業
課
（
☎
内
線
２
１
４
）

募
集
区
画

●
稲
葉
車
瀬
農
園　
　

…
…
10
坪
２
区
画

　
　
　

〃　
　
　
　
　

…
…
12
坪
１
区
画

●
阿
波
農
園　
　
　
　

…
…
４
坪
１
区
画

　
　
　

〃　
　
　
　
　

…
…
６
坪
１
区
画

入
園
料

●
稲
葉
車
瀬
農
園　

…
（
10
坪
）
５
千
円

　
　
　

〃　
　
　
　

…
（
12
坪
）
６
千
円

●
阿
波
農
園　
　
　

…
（
４
坪
）
２
千
円

　
　
　

〃　
　
　
　

…
（
６
坪
）
３
千
円

応�

募
資
格　
斑
鳩
町
に
住
所
を
有
す
る
人

（
１
世
帯
１
区
画
の
み
）

申
込　
３
月
２
日（
金
）～
12
日（
月
）

　

�（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
観
光
産
業

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

抽�

選
日
・
場
所　
３
月
16
日（
金
）午
前
９

時
30
分
、
役
場
１
階
第
２
会
議
室

入�

園
契
約　
抽
選
終
了
後
、
入
園
料
を
添

え
て
契
約
し
て
く
だ
さ
い
（
印
か
ん
持

参
）。
欠
席
さ
れ
ま
す
と
無
効
に
な
り

ま
す
（
代
理
人
可
）。

契
約
期
間　
平
成
24
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
25
日

ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

参
加
者
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

生
駒
郡
内
の
小
学
生
で
、
楽
し
く
フ
ッ

ト
サ
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
安
堵
小
学
校
運
動
場

募
集
チ
ー
ム
数　
８
チ
ー
ム
ま
で

　

※
原
則
各
町
２
チ
ー
ム
ま
で

参�

加
資
格　

生
駒
郡
内
在
住
の
小
学
生

（
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
10
人
以
内
で

チ
ー
ム
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
）

申�
込
方
法　
指
定
用
紙
（
役
場
生
涯
学
習

課
、
中
央
公
民
館
窓
口
で
配
布
）
に
記

入
の
う
え
、
３
月
11
日（
日
）ま
で
に
生

涯
学
習
課
ま
た
は
中
央
公
民
館
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

卓
球
大
会

日
時　
４
月
15
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
者
（
中
学
生
以
上
）

試
合

　
　
［
個
人
戦
］
予
選
・
・
・
リ
ー
グ
戦
、

　
　
　
　

決
勝
・
・
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

　
　
［
団
体
戦
］
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、

　
　
　
　

４
シ
ン
グ
ル
ス
１
ダ
ブ
ル
ス

申
込　
３
月
26
日（
月
）～
４
月
９
日（
月
）

春
の
歩
こ
う
会

日
時　
４
月
１
日（
日
）予
備
日
７
日（
土
）

行
先　
神
戸
市
立
森
林
植
物
園

資
格　
町
在
住
・
在
勤
者

　
（�

小
学
生
以
上
、
た
だ
し
、
小
学
生
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

費
用　
大
人　

３
，
５
０
０
円

　
　
　

小
学
生
２
，
０
０
０
円

持
ち
物　
弁
当
・
水
筒
・
雨
具

集
合　
午
前
８
時

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
中
央
改
札
口

申
込　
３
月
12
日（
月
）～
３
月
26
日（
月
）

　

費
用
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
８
日（
日
）予
備
日
15
日（
日
）

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資
格　
町
在
住
・
在
勤
者

　
　
（
高
校
生
以
上
、
登
録
選
手
を
除
く
）

チ�
ー
ム
編
成　
監
督
を
含
め
10
人
以
上
15

人
以
内
で
、
監
督
は
選
手
を
兼
ね
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
込　
３
月
19
日（
月
）～
４
月
２
日（
月
）

抽
選
日　
４
月
５
日（
木
）
午
後
７
時
～

　

中
央
体
育
館
。
代
表
者
は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 
●
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「
公
民
館
ま
つ
り
」
は
、
公
民
館
教
室

で
学
ぶ
教
室
生
や
公
民
館
を
拠
点
に
活
動

す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
１
年

間
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
す
。

　

今
年
も
中
央
公
民
館
と
商
工
会
館
で
開

催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
16
日（
金
）～
18
日（
日
）

◇
作
品
展
示　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

３
月
17
日（
土
）

◇
バ
ザ
ー　
午
前
10
時
～

◇
人
形
劇
お
は
な
し
こ
ろ
り
ん
（
大
ホ
ー
ル
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◇
将
棋
大
会
（
商
工
会
館
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

３
月
18
日（
日
）

◇
演
芸
発
表
（
大
ホ
ー
ル
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

◇
囲
碁
大
会
（
商
工
会
館
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

※�
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
事
前
に
申
込
が
必

要
で
す
。（
先
着
各
40
人
）

生
涯
学
習
講
座
（
歴
史
講
座
）

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

【
連
続
歴
史
講
座
パ
ー
ト
②
】

日
時　
３
月
11
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
２
時

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　

映
像
ホ
ー
ル

講
師　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
長
・

　
　
　

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

隆
康 

氏

演
題　
「
私
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
仏
教
遺
跡
～
」

【
歴
史
講
座
②
】

日
時　
３
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

講
師　
奈
良
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

光
生 

氏

演
題　
『
江
戸
時
代
の
百
姓
は

　
　
　
　
　
　
　
「
貧
し
か
っ
た
」
の
か
』

～
斑
鳩
・
大
和
国
の
事
例
か
ら
考
え
る
～

対
象
者　
両
講
座
と
も
町
在
住
・
在
勤
者

申�

込
方
法　
両
講
座
と
も
開
催
日
前
日
ま

で
に
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
中
央
・
西
・

東
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

囲
碁
・
将
棋
大
会
の
参
加
希
望
者
は
、

３
月
１
日（
木
）～
８
日（
木
）（
水
曜
日
を

除
く
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
窓
口
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

昼
食
希
望
者
は
参
加
申
し
込
み
の
際
、

窓
口
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

昼
食
代　
１
食
５
０
０
円

斑
中
・
南
中
吹
奏
楽
部
合
同

第
５
回
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

両
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
練
習
の
成
果
を

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

日
時　
３
月
20
日（
祝
・
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分　

開
演

　
　
　
（
午
後
１
時　

開
場
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

曲
目　
ご
長
寿
番
組
大
メ
ド
レ
ー
、

　
　
　

ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー　

他

問
合
せ　
斑
鳩
中
学
校　

森
長 

迄

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
３
０
１
）

　
　
　
　

斑
鳩
南
中
学
校　

河
合 

迄

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
５
８
０
０
）

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

技
術
職
員
募
集

　
　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　
　
　

職
員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

　
（
☎
０
７
５
‐
７
５
３
‐
２
２
２
８
）

　

京
大
・
阪
大
・
神
大
ほ
か
近
畿
地
区
の

国
立
大
学
・
高
等
専
門
学
校
で
、
あ
な
た

の
技
術
力
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
区
分　
電
気
・
機
械
・
建
築
な
ど

　

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
記
載

受�

験
資
格　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

受
付
期
間　
４
月
１
日（
日
）～
10
日（
火
）

第
一
次
試
験
日　
５
月
20
日（
日
）

Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.kyoto-u.ac.jp/siken

公民館まつり
期　間　３月16日（金）～３月18日（日）
場　所　中央公民館・商工会館
問合せ　中央公民館（☎0745-74-1511）
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子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
の
制
度
改
正
に
伴

う
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
、
平
成
24
年
３

月
30
日（
金
）ま
で
に
な
り
ま
す
。（
郵
送

の
場
合
も
30
日
必
着
）

　

申
請
が
ま
だ
の
人
は
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

３
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
平
成
23
年
10
月

分
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
宅
防
火
訪
問
実
施

　
　

西
和
消
防
署
予
防
課

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
０
０
１
）

　

西
和
消
防
署
で
は
、
３
月
１
日
～
７
日

ま
で
春
季
火
災
予
防
運
動
を
お
こ
な
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
み
な
さ
ん
へ
、
消
防
に
対
す
る

理
解
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

「
防
火
訪
問
」を
お
こ
な
い
ま
す
。内
容
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
火
の
取
り

扱
い
の
注
意
や
使
用
し
て
い
る
暖
房
機
器

の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
す
。
訪
問
戸
数
が
大

変
多
い
た
め
、
期
間
が
３
月
末
頃
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

訪
問
職
員
は
、「
消
防
公
務
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
用
資
源
物
指
定

袋
を
配
布
し
ま
す

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）

　

自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

平
成
24
年
度
用
資
源
物
指
定
袋
を
左
記
の

と
お
り
配
布
し
ま
す
の
で
、
役
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

配
布
物

　
平
成
24
年
度
用
資
源
物
指
定
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
枚
単
位
）

　

①
ビ
ン
類
・
缶
類
用
（
大
）（
中
）

　
【
限
度
枚
数
…
大
・
中
合
計
し
て
30
枚
】

　

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用

　
【
限
度
枚
数
…
30
枚
】

　

③
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
用

　
【
限
度
枚
数
…
１
０
０
枚
】

配
布
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

配
布
場
所

•

平
日　
環
境
対
策
課
窓
口

•
�

土
日
・
祝
日　

宿
直
室
（
役
場
東
側

入
口
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
）

※�

指
定
袋
も
貴
重
な
資
源
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
家
庭
で
在
庫
を

確
認
の
う
え
、
１
年
間
に
必
要
と
思
わ

れ
る
枚
数
の
み
、
窓
口
に
て
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

※�

年
度
途
中
で
指
定
袋
が
不
足
す
る
場
合

は
役
場
窓
口
や
宿
直
室
で
随
時
お
渡
し

し
ま
す
。

浄
化
槽
は
、
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

浄
化
槽
は
、
使
い
方
を
誤
っ
た
り
、
維

持
管
理
を
適
切
に
お
こ
な
わ
な
い
と
、
放

流
水
の
水
質
が
悪
化
し
、
悪
臭
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
を

適
正
に
管
理
す
る
た
め
、
浄
化
槽
設
置
者

に
適
正
な
管
理
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検
（
定
期
的
）

　

浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
常

に
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
定
期
的
に

保
守
点
検
（
機
械
の
調
整
、
修
理
及
び
消

毒
剤
の
補
給
な
ど
）
を
お
こ
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

＊�

家
庭
用
の
浄
化
槽
で
は
４
か
月
に
１
回

（
処
理
対
象
人
員
が
21
人
以
上
の
も
の

は
３
ヵ
月
に
１
回
）
以
上
お
こ
な
う
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊�

管
理
者
自
ら
が
点
検
で
き
な
い
場
合

は
、
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
必
ず
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
清　
　
掃
（
毎
年
１
回
以
上
）

　

浄
化
槽
を
適
正
に
使
用
し
て
い
て
も
、

１
年
ぐ
ら
い
経
過
す
る
と
浄
化
槽
の
中
に

は
汚
泥
が
少
し
ず
つ
た
ま
り
、
こ
れ
を
放

置
す
る
と
放
流
水
と
い
っ
し
ょ
に
流
出
し

て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
浄
化
槽
の
働
き

を
悪
く
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
使
い
は
じ
め
て
１
年
経
過
後

か
ら
毎
年
１
回
以
上
、浄
化
槽
の
清
掃（
洗

浄
・
汚
泥
の
抜
き
取
り
）
の
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
町
の
許
可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

法
定
検
査
（
使
用
開
始
後
６
～
８
か
月

経
過
後
・
毎
年
１
回
）

　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
お
こ
な
わ

れ
、
浄
化
槽
の
働
き
が
正
常
に
維
持
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
機
能
検
査
や
水
質

検
査
な
ど
を
お
こ
な
う
総
合
的
な
検
査

で
、
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊�

検
査
は
、管
理
者
が
指
定
検
査
機
関（
知

事
が
指
定
）
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

浄
化
槽
法
に
よ
り
、「
保
守
点
検
と
清

掃
を
実
施
し
な
い
人
」
や
「
法
定
検
査

を
受
検
し
な
い
人
」
は
、
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
点
検
・
清
掃
業
者
（
五
十
音
順
）

国
見
工
業
（
有
）　
点
検
・
清
掃

　

電
話　

０
７
４
５
�
５
２
０
１

（
有
）
清
水
環
境
開
発

　

点
検
…
電
話
０
７
４
５
�
６
２
２
４

　

清
掃
…
電
話
０
７
４
５
�
４
４
８
８

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

　

点
検
…
電
話　

０
７
４
５
�
３
０
３
９

○
指
定
検
査
機
関

社
団
法
人　
奈
良
県
環
境
保
全
協
会

　

電
話　

０
７
４
５
㉒
５
１
６
１

＊
詳
し
く
は
、
環
境
対
策
課
ま
で
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家
族
介
護
教
室

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
近
隣

の
援
助
者
等
に
対
し
、
介
護
方
法
や
介
護

者
の
健
康
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
知
識
・

技
術
を
習
得
す
る
教
室
で
す
。

日
時

　

①
３
月
９
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

②
３
月
16
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

③
３
月
23
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

④
３
月
30
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

内
容　
①
在
宅
介
護
者
の
日
常
生
活
援
助

　
　
　

②
在
宅
で
の
移
乗
・
移
動
方
法

　
　
　

③
高
齢
者
の
食
事

　
　
　

④�

安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

対�

象　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や

近
隣
の
援
助
者
等

持
物　
筆
記
用
具

費
用　
無
料
（
全
教
室
）

定
員　
①
②
③
④
の
各
教
室
30
人

申�

込　
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
日
時
の
前
日
ま

で
に
福
祉
課
へ
。

若
者
対
象　
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動

の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時　
３
月
８
日（
木
）

　
　
　
「
作
っ
て
み
よ
う

　
　
　
　

職
務
経
歴
書
と
自
己
Ｐ
Ｒ
書
」

　
　
　

３
月
22
日
（
木
）

　
　
　
「
実
践
に
役
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　
　

※
各
日　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
４
時
30
分

場
所　
８
日
：�

エ
ル
ト
ピ
ア
中
和
（
大
和

高
田
市
西
町
１―

60
）

　
　
　

22
日
：�

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
（
奈
良

市
西
木
辻
町
93―
６
）

対
象　
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人

定
員　
各
回
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
各
回
前
日
ま
で
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
セ
ミ
ナ
ー
名
、開
催
日
、氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
居
住
地
の
市
町
村
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
を
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

ミ
ニ
企
業
説
明
会

　
　

奈
良
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉚
５
０
７
０
）

　

県
内
の
求
人
企
業
が
就
職
希
望
者
に
対

し
て
会
社
概
要
や
求
人
内
容
等
を
説
明
す

る
も
の
で
す
。

日
時　
３
月
14
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
エ
ル
ト
ピ
ア
中
和

　
　
　
（
大
和
高
田
市
西
町
１―

60
）

対�

象　
早
期
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
、
平

成
24
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

申
込　
不
要

※�

持
参
物
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当

日
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
す
す
む
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
①
履
歴
書　

数
枚
、

②
お
持
ち
の
人
の
み
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
、
職
務
経
歴
書
、
ジ
ョ
ブ
カ
ー

ド
を
持
参
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

※�

参
加
企
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
奈
良

県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.nashien.or.jp/

）

を
確
認
く
だ
さ
い
。

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
７
３
０
）　
（
ｆ
ａ
ｘ
０
７
４
２
㉓
５
７
５
７
）

　
　
奈
良
市
西
木
辻
町
93
‐
６
（
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　平成24年2月11日は、斑鳩
　　　町が誕生してから何年目に
　　　なるでしょう。
　　　　　　　　　〈３月12日必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　　　2月号のクイズの答　　22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数22）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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※�

右
表
の
期
間
以
降
に
資
格
を
取
得
す
る

人
等
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

仮
徴
収
…
前
々
年
の
所
得
に
基
づ
く
保

険
料
額
の
徴
収
で
す
。

※�

本
徴
収
…
前
年
所
得
に
基
づ
く
確
定
保

険
料
額
か
ら
仮
徴
収
し
た
保
険
料
額
を

差
し
引
い
た
保
険
料
額
の
徴
収
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
ま
た
は
、
国

民
健
康
保
険
税
（
被
保
険
者
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
に
限
り
ま
す
）
の

納
付
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
年
額

18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
年
度
の
途
中
に
被
保
険
者
資
格

を
取
得
し
た
（
す
る
）
人
な
ど
で
新
た
に

特
別
徴
収
が
は
じ
ま
る
人
に
つ
い
て
、
そ

の
開
始
時
期
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
は
申
し
出
に
よ
り
、

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
に
な
る
人
お
よ
び
世
帯

•
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

�

75
歳
に
到
達
し
た
人
や
転
入
し
た
人
等

で
、
被
保
険
者
資
格
を
新
た
に
取
得
し

た
（
す
る
）
人

•
国
民
健
康
保
険

　

�

65
歳
に
到
達
し
た
人
や
転
入
し
た
人
等

で
、
新
た
に
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以

上
75
歳
未
満
に
な
っ
た
（
な
る
）
世
帯

③
原
状
回
復
の
取
り
決
め
の
確
認

•�
原
状
回
復
と
は
借
り
た
住
居
を
入
居
時

の
状
態
に
完
全
に
戻
す
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い

る
『
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
よ
る
と
、
経
年
変

化
や
通
常
損
耗
（
日
焼
け
に
よ
る
畳
や

ク
ロ
ス
の
変
色
、
家
具
の
設
置
跡
等
）

に
つ
い
て
は
、
借
主
が
費
用
負
担
す
る

必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

•�
鍵
交
換
費
用
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

費
用
、
消
毒
費
用
に
つ
い
て
も
通
常
貸

主
の
負
担
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
解
約
時
の
注
意
点
》

退
去
時
の
部
屋
・
契
約
書
の
確
認

•�
貸
主
（
仲
介
業
者
）
の
立
ち
会
い
の
も

と
で
借
主
が
負
担
す
べ
き
修
繕
箇
所
の

確
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。

•�
契
約
内
容
や
③
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
敷
金
返
還
・
原
状
回
復
費
用
等

に
問
題
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。

〈
転
勤
・
就
職
・
入
学
シ
ー
ズ
ン
〉

賃
貸
住
宅
退
去
時
の

　
　
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

《
契
約
時
の
注
意
点
》

①
敷
金（
保
証
金
）・
礼
金
等
の
内
容
確
認

•�

敷
金
（
保
証
金
）
と
は
、
家
賃
の
未
払

い
・
借
主
の
不
注
意
に
よ
り
生
じ
た
破

損
や
傷
な
ど
に
対
し
て
、
修
復
費
用
を

担
保
す
る
た
め
、
貸
主
に
預
け
入
れ
を

お
こ
な
う
一
時
金
で
す
。
そ
れ
ら
の
債

務
が
な
け
れ
ば
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

•�
敷
引
き
（
解
約
引
き
）
と
は
、
退
去
時

に
敷
金
（
保
証
金
）
か
ら
一
定
額
を
差

し
引
く
と
い
う
特
約
で
す
。
個
々
の
契

約
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
退
去
時
の

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
契
約

前
に
き
ち
ん
と
説
明
を
受
け
、
確
認
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

•�
礼
金
と
は
、
一
般
的
に
貸
主
へ
の
お
礼

と
い
う
意
味
合
い
で
取
り
扱
わ
れ
、
退

去
時
に
返
還
さ
れ
ま
せ
ん
。
最
近
は
、

敷
金
に
変
わ
り
、
用
い
ら
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

②
入
居
時
の
部
屋
の
状
態
の
確
認

•�
入
居
時
に
既
に
あ
っ
た
傷
、
汚
れ
に
つ

い
て
は
、
貸
主
（
仲
介
業
者
）
の
立
会

い
の
も
と
で
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
、

後
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
繋
が
り
ま
す
。

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

　

�

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　

�

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
員　
田
中　

由
香
利

問
合
せ　
住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

被
保
険
者
資
格

の
取
得
等
時
期

特
別
徴
収

開
始
時
期

平
成
23
年

４
月
２
日
か
ら

　
　

10
月
１
日

平
成
24
年

４
月
支
払
年
金

　
　
（
仮
徴
収
）

平
成
23
年

10
月
２
日
か
ら

　
　

12
月
１
日

平
成
24
年

６
月
支
払
年
金

　
　
（
仮
徴
収
）

平
成
23
年

12
月
２
日
か
ら

平
成
24
年

　
　

２
月
１
日

平
成
24
年

８
月
支
払
年
金

　
　
（
仮
徴
収
）

平
成
24
年

２
月
２
日
か
ら

　
　

４
月
１
日

平
成
24
年

10
月
支
払
年
金

　
　
（
本
徴
収
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に
つ
い
て

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
２
、１
１
４
）
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斑鳩町に警報発令時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」までお問い合わせください。

　

斑
鳩
町
で
は
、
定
期
接
種
に
加
え
、
任
意
接

種
（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）
に
対
す
る
費
用

の
全
額
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
に
、
予
防
接
種
で

防
げ
る
病
気
は
予
防
接
種
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
、
接
種
時
期
や
回
数
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
師
と
相
談
し

な
が
ら
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●町が接種費用を助成している任意予防接種

予防接種名 ワクチンで予防できる病気
対象年齢と助成回数

ヒ 　 ブ
ヒブ感染症（細菌性髄膜炎など）
生後２か月～５歳児未満　　１～４回
※助成回数は接種開始時期により異なります。

小 児 用
肺 炎 球 菌

肺炎球菌感染症（細菌性髄膜炎など）
生後２か月～５歳児未満　　１～４回
※助成回数は接種開始時期により異なります。

子宮頸がん
子宮頸がん
中学１年～３年生女子　３回
※平成23年度は高校１年生女子も対象

●定期予防接種

＊詳しくは保健センターにお問い合わせください。

予防接種名 ワクチンで
予防できる病気 対象年齢と接種回数

Ｂ Ｃ Ｇ 結核 生後4～6か月未満の間に1回接種

ポ リ オ ポリオ（小児まひ） 生後3～90か月未満の間に経口生ワクチンを2回接種

三 種 混 合
（DPT1期）

ジフテリア
百日咳
破傷風

1期（初回と追加）：初回は生後3～90か月未満の間に3回接種
初回接種終了12～18か月後に追加接種を1回

二 種 混 合
（DT2期）

ジフテリア
破傷風 小学6年生の時期に1回追加接種

麻 し ん・
風しん混合
（MR）

麻疹（はしか）
風疹（三日ばしか）

1期：生後12～24か月未満の間に1回接種
2期：5～7歳未満で小学校就学1年前に1回追加接種
3期：中学1年生の時期に1回追加接種
4期：高校3年生の時期に1回追加接種

日 本 脳 炎 日本脳炎
1期（初回と追加）：初回は生後36～90か月未満の間に2回接種
初回接種終了1年後に追加接種を1回
2期：小学4年生の時期に1回追加接種

＊日本脳炎（1期）の接種が未完了の人には経過措置があります。詳しくは保健センターへお問い合わせください。

追
加
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

今
年
度
対
象
者
の
接
種
期
限
は
３
月
31
日

（
土
）ま
で
で
す
。
接
種
が
ま
だ
の
人
は
、
忘

れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

二
種
混
合
予
防
接
種（
Ｄ
Ｔ
）

対　
　
象

•
�

２
期
…
小
学
６
年
生
（
平
成
11
年
４
月
２

日
生
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
）

接
種
期
間　
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

費　
　
用　
無
料

麻
し
ん・風
し
ん
混
合
予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

対　
　
象

•

２
期�

…
年
長
組
（
平
成
17
年
４
月
２
日
生

～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
）

•

３
期�

…
中
学
１
年
生
（
平
成
10
年
４
月
２

日
生
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
）

•

４
期�

…
高
校
３
年
生
（
平
成
５
年
４
月
２

日
生
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
）

接
種
期
間　
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

費　
　
用　
無
料

3月1日～7日は子ども予防接種週間です。
――　4月の入園・入学までに必要な予防接種を済ませましょう　――

追加接種を
忘れず受け
ましょう

子
ど
も
の

健
康
を
守
る

予
防
接
種



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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こころの健康相談（予約制）
　•こころの病気かどうか心配である。
　•�最近家族の様子がおかしい。どう接したらよいか分か

らない。
　•治療や社会復帰について知りたい。
　•�人とうまくつきあえない、不安やゆううつを感じてい

る。などの相談に応じています。

●相談日　・３月19日（月）
　　　　　・４月10日（火）
●時　間　：　午後１時～３時
●定　員　：　各日２名

●相談員　：　精神保健福祉士

春
休
み
子
ど
も

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

双 子 ク ラ ブ 3月22日㈭ 10：00～
　11：30 予

防
接
種
の
受
付
簿
は
受
付
開
始
時

間
の
30
分
前
に
出
し
ま
す
。

多生児を育てている
人・妊娠している人

○ 交流会
申込：前日まで

ポリオ予防接種

4月20日㈮
13：30～
　13：50 Ｈ23年1・2月生

直接保健センターへお越しください。
持物：母子健康手帳・予診票
対象者以外の人は事前に保健センターまで
連絡してください。

14：10～
　14：30 Ｈ23年3・4月生

4月24日㈫
13：30～
　13：50 Ｈ23年5・6月生
14：10～
　14：30 Ｈ23年7・8月生

4月25日㈬
13：30～
　13：50 Ｈ23年9・10月生
14：10～
　14：30 Ｈ23年11・12月生

パパママスクール（春コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　持物：母子健康手帳　　申込：4／10（火）まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
　～お産を知ろう～ ４月13日㈮ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産につい
ての話

赤ちゃんがやってきた！
　～おふろ大好き～ ４月21日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

どんな食生活が良いの？
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ ５月８日㈫ 13：30～

　15：30
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
すぐに実践できるメニューを紹介

•乳歯は胎児の時にできている！
•パパの子育てってどんなこと？ ５月19日㈯ 10：00～

　12：00
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康についての話
パパのための赤ちゃんとのふれあい遊びの紹介

日
時　
３
月
26
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
小
学
１
～
６
年
生

持
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

　
　
　

ふ
き
ん
１
枚
・
台
ふ
き
１
枚
・

　
　
　

筆
記
用
具

定
員　
先
着
25
人

申
込　
３
月
５
日（
月
）か
ら

費
用　
５
０
０
円

☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

▶
子
ど
も

　

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
様
子



ス
ト
レ
ス
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
！

3月号
平成24年3月1日発行

（通巻558号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₆₃₄人
　　（前月比　＋17）
　　男₁₃ , ₅₉₄人
　　女₁₅ , ₀₄₀人

　 　₁₁ , ₁₂₃世帯
　　（前月比　＋10）
（平成24年₁月31日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

取材で、法隆寺・中宮寺
を拝観しました。近くに
あるのになかなか行く機
会がありませんでした
が、仏像をながめるのは
良いものですね。近々再
度ゆっくり拝観しようと
思います。みなさんもぜ
ひご拝観ください。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

広告

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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い

　

私
た
ち
は
職
場
や
家
庭
な
ど

で
、
人
間
関
係
な
ど
の
ス
ト
レ
ス

を
受
け
や
す
い
環
境
が
あ
り
ま

す
。

　
「
ス
ト
レ
ス
時
代
」
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
（
心
の
健
康
管
理
）
は

ス
ト
レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
か
が
大
切
と
な
り
ま

す
。
職
場
で
も
家
庭
で
も
、
上
手

に
ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
い
な
が

ら
、
心
の
元
気
ア
ッ
プ
を
は
か
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
を
元
気
に
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精

神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
毎
月

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
21

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
自
分
の
ク
セ
を
知
る

　

人
そ
れ
ぞ
れ
、
物
事
の
と
ら

え
方
に
は
ク
セ
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
ク
セ
に
気
づ
い
て
、
考

え
方
を
少
し
改
め
る
だ
け
で
、

結
果
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

こ
ん
な
ク
セ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

•
�

「
こ
う
す
べ
き
だ
」
と
決
め

つ
け
る

•
�

物
事
に
極
端
に
白
黒
を
つ
け

た
く
な
る

•
�

一
度
の
失
敗
や
良
く
な
い
出

来
事
に
と
ら
わ
れ
る

•

強
す
ぎ
る
責
任
感

※
こ
れ
ら
は
ご
く
一
例
で
す
。

自
分
の
考
え
方
の
ク
セ
を
客
観

的
に
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
生
活
習
慣
を
整
え
る

　

不
規
則
な
生
活
習
慣
は
、
心
と

体
の
不
調
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
適
度

な
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

睡眠

•
�

毎
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
起

き
る
。

•
�

睡
眠
時
間
の
長
さ
に
こ
だ

わ
ら
な
い
。

食事

•
�

楽
し
く
食
事
が
で
き
る
環

境
を
作
る
。

•
�

食
事
を
抜
か
な
い
。

運動
•
�

つ
ら
く
な
ら
な
い
程
度
の

頻
度
・
強
度
で
行
う
。

•
�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
有
酸

素
運
動
を
お
こ
な
う
。


